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合唱歌唱とソロ歌唱の発声に関する考察（１）
─ アンサンブルの聴取実験を通して ─
虫明眞砂子　・　須田千帆美 *
　合唱とソロでは，それぞれの歌唱形態で歌った場合，発声上の差異を生じると感じる歌い
手が存在するのはなぜだろうか。この疑問を解明するために，合唱経験者，ソロ経験者をそ
れぞれ組み合わせたヴォーカルアンサンブルの演奏を実施し，演奏者を対象とした質問紙調
査とその演奏に対する聴取実験を行った。その結果は以下のようであった。①ソロ経験者の
歌声は，ビブラートや響き，声量等の個性が強いため，美しいアンサンブルを作り上げるこ
とが難しい。②合唱経験者は，他声部を聴く力はあるが，一人ひとりの歌声は声量や発音な
どの歌唱技術の点で物足りない部分があり，アンサンブルになると音楽表現にも弱点が見ら
れる。③ソロ＋合唱経験者は，合唱とソロそれぞれに適した発声に切り替えて歌うことがで
きる，アンサンブルに適している。④ソロ経験者と合唱経験者は，「ビブラートのかけ方」「ア
ンサンブルの合わせ方」の意識に差異が見られる。
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Ⅰ．はじめに
　合唱歌唱とソロの歌唱における発声は，「歌う」
ことが，身体を楽器としていることから，基本的に
は同じであると考えられている。しかし，実際には，
種々の条件により，両者の発声の間には，差異が認
められる。まず，合唱という多人数で構成される歌
唱とソロ歌唱という一人だけで構成させねばならな
い歌唱という形態的・機能的な条件に起因する相違
がある。その他，作曲家の作風や作曲された年代，
曲種といった条件によっても相違がみられる。また，
指揮者や演奏環境も心理的な影響を与え，歌声に変
化をもたらす。
　実際に声楽家が合唱で歌う場合，歌いにくい，本
来自身が持っている発声ができないと感じることが
ある。また，声楽専攻の学生でも，ソロで歌ってい
る時の方がのびのび歌えていると感じ，合唱団で
歌っている時は，声が早く疲れてしまうと感じる者
も少なくない。
　また，両者の発声の差異は歌唱の指導にも影響を
与えている。声楽教師によっては，声楽を学ぶ学生
に合唱活動をやめるようにアドバイスしている。リ
チャード・ミュラーは，声楽専攻の学生を対象にし
た合唱団の指揮者と大半のメンバーがアマチュアで
ある合唱団の指揮者では，良い音のイメージに違い
があると述べている。とくに，ノンビブラートの音
色に関するイメージに差があると指摘している1。
また，ヨハン・スンドベリは，「声質に何の問題も
ないソロ歌唱の学生が希望して合唱団に参加し，合
唱の歌唱法で音楽的な経験を得ることはよいことで
あるといえるだろう。その一方，望ましい声質を訓
練する上で問題を抱える学生が，同時に，若干異な
る発声の方法を学ぶのに時間を費やすとしたら，同
時に２つのことをすることより１つのことに集中し
た方が賢明であるかもしれない。合唱とソロ歌唱は，
声質として同じ種類ではないということを知ってお
くことは有益であると思われる。2」と述べている。
これらの事例は，両者の発声に差異があるという認
識に起因しており，場合によっては，歌唱指導者が，
虫明眞砂子　・　須田千帆美
− 66 −
合唱の歌い方がソロ歌唱に悪影響があることを懸念
していることを示している。
　以上のように，合唱とソロの歌唱それぞれの唱法
をマスターするには，歌い手は，それぞれに適した
歌唱技術を向上させるために大きな努力を必要とす
る。では，なぜ合唱とソロでは，同じ歌唱であるに
もかかわらず，それぞれの形態で歌った場合，発声
上の差異を生じるのであろうか。
　本論文では，まず，合唱の歌い方とソロの歌い方
の相違点について，歌声や演奏形態や音声の特徴な
どを比較考察する。次に，合唱経験者，ソロ経験者
をそれぞれ組み合わせたヴォーカルアンサンブルの
演奏を実施し，その演奏に対して，音楽経験者（岡
山大学教育学部音楽教育講座，岡山大学グリークラ
ブ）100名による聴取実験を行う。さらに，ヴォー
カルアンサンブル演奏者を対象とした質問紙調査
（演奏前），インタビュー調査（演奏後）も行う。以
上の結果から，それぞれの発声の相違点，問題点を
分析し，課題の改善に向けた方法を検討する。
Ⅱ．合唱歌唱とソロ歌唱の歌い方の比較
　合唱は「複数の声」，ソロは「単独の声」によって，
詩や音楽の哀歓や悲壮美・崇高美などを表現する。
その上で，ソロの魅力は声そのものの美しさや，そ
れから発する感情の表現にあり，それに対して，合
唱の魅力は声の「重なり」にある。発声の基本は，
両者ともに，身体をリラックスし，正しい姿勢で，
腹式呼吸によって，良く響く美しい声を出すことで
ある。しかし，一人でホール全体に声を響かせるソ
ロと複数で合わせて歌う合唱という異なる歌唱形態
のために，声質，感覚，音の感じ方，音量，響かせ
方，発音，ビブラート，正確な音程等について，合
唱とソロの歌唱時には相違が生じるのではないかと
推察できる。実際，合唱のように複数で歌う場合は，
「周りの声と合わせる」ことが重要であり，そのた
めには，ノンビブラートや自己主張をしないことが
求められ，一人一人の声量はあまり重視されないこ
とが一般的に多い。それに対してソロでは，「自分
の声をより魅力的に響かせる」ことが重要であり，
ビブラートのかけ方や声量の幅が表現力に大きく影
響してくる。
　二つの歌唱に関しては，以下に示すように，これ
までにも様々な見解が述べられてきた。酒井は，合
唱の声は，声を抑制する，各パートの音量調節，全
体の音色の統一，各人の個性をなくすことを指摘し，
ソロ歌唱の声は，各人の個性をいかす，よくひびく
素直な声，よく透る声，発想記号に即応できる声，
言葉がよくわかる声と捉えている3。一方，青島は，
合唱の発声は，オペラ歌手の声とし，ホールで響く
声，素直さ素朴な声，みんなと溶け合う声，腹式呼
吸である，どの音も均一，遠くまで響く声，自然な
ビブラートの声と言及している。また，オペラ歌手
の声は，広いホールでも充分響かせられ，他の声に
溶け込めるように開発された発声であり，合唱に向
いていると述べている 4。清水は，合唱の発声は，
ベルカント唱法とし，マイクを使わない声，楽器と
しての声，無理をせず十分に鳴らす声と述べている5。
同様に，田中も合唱の基本は声楽，息と声を使って
行う「曲芸」と述べている6。
　松尾は，独唱の場合，ビブラートは歌手の個性と
して重要なものであるが，必要なとき必要なだけ取
捨選択できるものでなければならないと言及してい
る。すなわち，合唱の発声の場合用いられるような
ビブラートのない声も出せる技術を持ち合わせるべ
きと述べている7。ビブラートは，「ある音を，音の
高さの変化を感じさせず震わせることで感情表現を
豊かにする歌唱技術。その意味で，トレモロ，トリ
ルとは区別される。適切な声の揺れは音色に柔らか
さを与え，聴く者には快感と安定感を与える。」と
される8。また，リードは，「音声にされた音に活気，
浮かんでいるような感じ，そして倍音の豊かさを与
える，ミーン・ピッチの上及び下での音声の振動で
ある9」と述べている。さらに，リードは，「ビブラー
トは，声の疲労を最小化することができる重要な要
素であり，正しい発声の技法に欠くことのできない
付加物である10」とも述べている。青島の述べてい
る「自然なビブラート」というのは，適切な声の揺
れであり，それによって，柔らかさや溶け合う声を
もたらすものであろう。ソロ歌手の場合，通常，ビ
ブラートを伴った歌唱であるが，オペラ，宗教曲や
古楽等の曲種によっては，たっぷりとしたビブラー
ト，ノンビブラートまたはビブラートをあまりかけ
ない発声が求められる。合唱歌唱も当然同様に考え
られるが，合唱歌唱では，「声を合わせる」という
点から，ノンビブラートで歌うよう求める合唱指揮
者は多い。
　以上の見解から，合唱とソロの歌唱時の発声につ
いては，腹式呼吸，よく響く素直な声，自然なビブ
ラート等の共通認識があることがわかる。合唱歌唱
特有の発声技術面では，一般的に，以下の５点が指
摘されている。
　①　声の抑制
　②　パートの音量の調節
　③　全体の音色の統一
　④　ビブラートの少ない声
　⑤　溶け合う声
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これらの歌唱技術は，合唱指揮者がよく注意を払う
内容であると思われる。いずれも声をコントロール
するもので，高度な歌唱技術を要する。しかし，こ
れらは，個々の歌い手の歌唱レベルによって差があ
り，合唱の演奏表現にも影響してくると思われる。そ
のため，これらの歌唱技術を得るためには，合唱を
する多くの歌い手が苦慮している点ではないかと推
測できる。では，現役の歌い手は，合唱歌唱とソロ
歌唱について，どのように捉えているのだろうか。こ
の疑問に対して，現役の歌い手を対象として実際に
調査を行い，彼らの歌唱についての考え方を調べた。
Ⅲ．合唱歌唱とソロ歌唱の経験者に対する調査
　合唱とソロの歌唱の特徴と差異について明らかに
するために，３段階に分けて調査を行った。この調
査では，現役の歌い手のアンサンブル演奏の聴取実
験に重点を置いている。聴取実験は，歌唱経験の異
なる９名のアンサンブル演奏で実施した。まず，聴
取実験の前に，９名の演奏者に対する質問紙調査を
行う。次に，演奏者９名を，演奏経験をもとに組み
合わせを変えた10グループを作成し，各グループ
のアンサンブルごとに聴取実験を実施する。最後に，
事後調査として，実験に参加した演奏者にインタ
ビュー調査を行う。
１．質問紙調査（演奏前）
　演奏者９名は，演奏経験の違いにより，次に示す
A，B，Cの３群に分けられる。A群：オペラ団体
所属で，ソロ活動をしている者３名（プロ），B群：
グリークラブ所属で合唱のみの活動をしている者３
名（アマチュア），C群：教員養成音楽専攻で，ソ
ロ活動と合唱活動の両方をしている者３名である
（表１）。本論では，Aをソロ経験者，Bを合唱経験者，
Cをソロ＋合唱経験者と呼称する。
　この９名に対して，アンサンブル演奏聴取実験前
に，合唱とソロそれぞれの歌声に関する質問紙調査
を行った。調査期間等の概要は以下のとおりである。
調査期間：平成24年10月26日～平成24年11月中旬
質問項目：①合唱とソロの発声の差異　②発声に関
する課題
　質問項目とそれに対する回答を以下に示す。
質問項目①【合唱とソロの発声の差異】
　実際に，合唱歌唱時とソロ歌唱時では，発声が異
なると感じるのか否か，またその理由について，そ
れぞれに回答を求めた。回答は，次の３つの選択肢
から選ぶこととし，また，その選択肢を選んだ理由
ついても聞いた。各演奏者の回答を表２に示す。
　選択肢１「合唱とソロは同じ発声である」　選択
肢２「どちらかといえば異なっている」　選択肢３
「異なっている」とする。
　ソロ経験者は３名中２名が「同じである」と回答
した一方，A２のソロ経験者と合唱経験者全員，及
び，ソロ＋合唱経験者２名は，「どちらかといえば
異なっている」もしくは「異なっている」と回答し
ている。A１，A２のソロ経験者は「発声の基本は
ベルカント」，「声を出すのに変わりはありません」
と答えていることから，ソロ経験者は合唱の中で歌
う際にも他人を意識して，歌い方を変えることなく，
普段通り歌っているということが推察できる。中学
校，高等学校の合唱部で活動していた演奏者の多く
が，「声を揃える」「調和させる」「セーブする」と
回答していたことに対して，合唱が未経験であるソ
ロ経験者は「声を揃える」という意識がないことが
わかった。A１，A２のソロ経験者２名は，大学の
合唱授業での経験は有しているが，それまでの合唱
活動の経験がない。また，音楽大学での合唱授業は，
一般的に，声楽科等の学生とオーケストラとの共演
によるレクイエム，第九，オラトリオ等の経験が多
く，ピアノ伴奏付きやアカペラ等の合唱経験が比較
的少ないのではないかと思われる。「どちらかとい
えば異なっている」「異なっている」と答えた演奏
者たちの回答で，複数あった意見をまとめると次の
５点を挙げることができる。
表１　演奏者９名の内訳
A1 オペラ団体所属・ソロ活動，合唱経験（大学）
A2 オペラ団体所属・ソロ活動，合唱部所属（中学校），合唱経験（大学）・合唱指揮者
A3 オペラ団体所属・ソロ活動，合唱経験（大学）・合唱指揮者
B1 大学グリークラブ所属，合唱部（高）・合唱コンクール参加（高・大）
B2 大学グリークラブ所属，合唱部（高）・合唱コンクール参加（小）
B3 大学グリークラブ所属，合唱部（高）・合唱コンクール参加（高・大）
C1 教員養成音楽専攻所属、吹奏楽部（中）、学生オペラ・ミュージカルに出演（大）・合唱コンクール参加（高・大）
C2 教員養成音楽専攻所属，吹奏楽部（中・高），学生オペラ・ミュージカルに出演（大）・合唱コンクール参加（高・大）
C3 教員養成音楽専攻所属，合唱団（小），コーラス部（中・高），学生オペラ・ミュージカルに出演（大）・合唱コンクール参加（高・大）
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　①　ビブラートをあまりかけない
　②　音量のセーブ
　③　ハーモニーを揃える
　④　まわりに溶け込みやすい声（調和）
　⑤　ブレスの方法（カンニングブレス）
合唱では他人と歌声を合わせて美しいハーモニーを
作り出すことが重要であり，これらの点を合唱歌唱
時に特に留意していることがわかる。さらに，「異
なっている」と回答したA２は，小学校，中学校，
高校の合唱経験を持っており，これらの活動経験は
合唱歌唱に対する発声の捉え方に影響していると考
えられる。
質問項目②【発声に関する課題】
　この質問項目は自由記述で尋ね，結果を表３に示
す。
　合唱経験者及びソロ＋合唱経験者の多数は，「喉
が疲れやすい」，「自分の声が聞こえない」，「声が出
にくい」，「喉に頼ってしまう」等，合唱歌唱時に喉
頭の負担を感じていることがわかった。これらは，
表２　質問項目①【合唱とソロの発声の差異】の回答
演奏者 選択肢 選択肢を選んだ理由
A1 1 発声の基本はベルカント。
A2 3 合唱はハーモニーをそろえることが基本となるため。
A3 1 声を出すことに変わりはありません。
B1 2
合唱は複数で声をそろえなければならないため，ビブラートはあまりかけないし，１人１人の声が
目立つようには（あまり）歌わない印象がある。
声楽ソロでは１人で歌うので，ブレスも個人のタイミングでしっかり吸っているし，合唱によくあ
る「まわりに溶け込みやすい声」ではなくしっかりとした声量の芯のある声を出しているように思う。
B2 2 ソロは１人で歌う必要があるが，合唱は人数が多いので強い声やビブラート，ブレスの長さなどがあまり必要とされず，柔らかい声などが必要とされていると思うから。
B3 2
ビブラートやブレスの方法が異なっていると思います。
ただ，高校生や大学生などの若い声楽ソロをされている方と一緒に合唱する時は発声の違いを大き
く感じたことはありません。
C1 2 合唱は複数で合わせて歌うため，いつも一人で歌っているときの自分が歌いやすい発声，音量よりも少しセーブして歌っている気がするから。
C2 2 声楽の発声はいかに自分で響きを作り出すかを重視し，合唱の発声はいかに同パートの人や，他のパートと調和させるかを重視するから。
C3 3
合唱は周りの人と声を調和させなければいけないので，ソロに比べて音量を落としたり，ビブラー
トをかけないようにしたりするから。
合唱とソロの違いは，発声だけではなく，他人の歌声を「聴く耳」を持つことだと思います。
※ゴチック体は，合唱歌唱，ゴチック斜体は，ソロ歌唱の特徴
表３　質問項目②【発声に関する課題】の回答
演奏者 回答
A1
声楽同士でなくても，音楽が動いていないアンサンブルの時，声が出しにくいというより，疲れます。
アンサンブルがやりにくいです。合唱，ソロに限らず，楽器ともアンサンブルをしているわけです
から，音楽の方向性，息の流れが合わないと演奏しにくいです。
A2 ・音域的に苦手なところ。・疲れているとき。
A3 記述なし。
B1 狭い母音になると声を響かせにくい。
B2
自分と違う声質やピッチの人が近くで歌っていると歌いづらい。
高音の ffやロングトーンでのどが閉まる。
パートが変わると音がとりづらい。
B3
周りで歌っている人の声が小さかったり，ピッチが低い時は声が出しにくいです。
自分の後ろで歌っている人の声が前に直線的に飛ぶタイプの時は自分の声が全く聴こえなくなり，
声が出しにくいです。
また，歌っていてピッチが低い・音色が暗いと感じることがよくあります。
C1 合唱で歌っていると，声楽ソロの時よりも周りの声で自分の声が聴こえにくくなるため，歌い辛く感じる。また，セーブして合わせようとするため喉が疲れやすい。
C2 合唱で歌うときに周りとの調和を意識しすぎてしまい，発声が中途半端になってしまう。合唱のほうが喉に頼って歌ってしまいがちである。
C3
声が出しにくいときは精神面の不調や緊張，ストレスが大きく関わっていることが多く，特に本番
前はセルフコントロールが難しい。その点では合唱の場合，周囲に仲間がいるので心強く，ソロよ
りも安定しやすいように思う。
※ゴチック体は，発声の問題点
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周りの歌い手の声のピッチや音量，音質に影響され
て生じたものであり，複数の歌唱に自分の声を溶け
込ませ，調和させながら歌唱することの難しさを述
べている。また，A１のソロ経験者は，合唱とソロ
に限らず，ソロにおいてもピアノやオケ等とのアン
サンブルという視点から，音楽の方向性や息の流れ
の大切さを指摘している。「歌いづらい」という現
象は，ソロ，合唱の形態に関わらず，「合わせる」
なかで，歌い手それぞれに存在する。これらの課題
を克服するためには，ソロ歌唱，合唱歌唱それぞれ
に身体や感覚を切り替えて歌うことが必要と考えら
れるが，容易なことではない。喉頭等の負担を生じ
ることなく，「合わせる」「聴きあう」能力が求めら
れる。一方，C３（ソロ＋合唱経験者）は，精神面
の不調や緊張での声の出しにくさを指摘し，合唱は
仲間がいるという安心感から精神的に安定しやすい
というような合唱の利点も述べている。
　以上２つの質問項目に対する結果から，合唱もソ
ロも根本的な発声は同じであるが，楽器または他の
歌手と「合わせる」ときに，歌い手は個々に「歌い
づらさ」を感じていることがわかった。また，合唱
もソロも経験している演奏者たちは，合唱で歌う時
とソロで歌っている時とで，切り替えて歌っている
ということがわかった。この意識の差は歌声として
聴衆に届ける際にどのように伝わるのであろうか。
次に，聴衆が合唱経験者，ソロ経験者，合唱＋ソロ
経験者のアンサンブルによる歌声をそれぞれどのよ
うに感じ取って聴いているのかを聴取実験を行う。
２．アンサンブル聴取実験
⑴　アンサンブル音源の作成
①日時：平成24年10月28日㈮17時30分～ 18時30分
②場所：岡山大学教育学部北音楽棟声楽演習室
③目的： 表１で示した３つの区分に属する歌い手た
ちの歌声を組み合わせたアンサンブルに対
する聴取者の意見を求める。
④方法：
ア． １．の質問紙調査と同様に，演奏者を以下のA，
B，Cのカテゴリーに区分した。
　　 A：ソロ経験者３名（A1, A2, A3）B：合唱経
験者３名（B1, B2, B3）　C：ソロ＋合唱経験者
３名（C1, C2, C3）
イ． この９名を女声３部合唱（Alt./Mez./Sop.）で
３人ずつの10通りのグループに分け，「ふるさ
と」の主旋律に歌詞をつけて歌ったものを録音
する（女声３部）。各アンサンブルグループの
内訳を表４に示す。
表４　グループの内訳
Sop.    Mez.     Alt
グループⅠ  A１　 A２　  A３
グループⅡ  B１ 　B２　  B３
グループⅢ  C１　 C２ 　 C３
グループⅣ  A２　 B１ 　 A１
グループⅤ  A３　 C１ 　 A２
グループⅥ  B２　 A１ 　 B１
グループⅦ  B３　 C３ 　 B２
グループⅧ  C２　 A３ 　 C１
グループⅨ  C３　 B３ 　 C２
グループⅩ  A１　 B１ 　 C１
ウ．アンサンブル実験を表５の条件で実施した。
表５　録音の条件
実験曲※ 女性三部合唱ふるさと〈Gdur〉
１番（日本語）
録音機器 ソニー　リニアPCMレコーダー
マイクとの距離 １メートル
発声 録音前に必ず発声の時間を設ける
（３分間）
楽譜 見て歌う（強弱やブレスなど楽譜
通り歌うよう指示）
録音回数 １回
性別 女性
人数 ３名
伴奏 なし（最初の１音のみピアノで確
認）
※作詞：高野辰之／作曲：岡野貞一／編曲：黒沢吉徳
⑵　聴取アンケート調査
１）アンケート調査の概要
　聴取アンケート調査は，⑴の音源を用いて，音楽
経験者100名（岡山大学教育学部音楽教育講座，岡
山大学グリークラブ）を聴取者として，各アンサン
ブルに対する意見をアンケート方式で調査を行っ
た。聴取は異なる３か所で実施し，各聴取場所の聴
取者は互いに異なる。調査は，グループⅠからⅩま
での演奏を，アンケートの項目に沿って５段階方式
で採点する方法で行った。この項目は，⒈で実施し
た演奏者の事前質問紙調査で得た合唱歌唱に大きく
関係する内容を選択項目とした。アンケートの最後
に，全体の演奏評価を10点満点で採点してもらった。
①日時： 平成24年11月12日～平成24年12月10日
②場所： 岡山大学教育学部音楽棟器楽演習室（17名）
岡山大学教育学部音楽棟ホール（28名）
岡山大学サークル共用施設新BOX（55名）
③アンケート調査項目：①響きの豊かさ②ハーモニ
ーの美しさ③パートのバランス④強弱の幅⑤言葉の
明瞭さ⑥ビブラートの心地よさ
２）聴取アンケート調査の結果と考察
　「響きが豊かである」，「ハーモニーが美しい」，「各
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聴取アンケート
  日平成 24 年 11 月
グループⅠ～Ⅹ
全くそうで あまりそうで 普通 まあそうで とてもそうで
年齢（   ）歳
職業（          ）
これから、各グループの演奏を順番に聴いてもらいます。各項目の回答をそれぞれ五段階に分けてあるので、どれ
か一つに○をつけてください。また，平均を５点として各アンサンブルグループにそれぞれ１０満点で点数をつけ
てください。
① 響きが豊かである
② ハーモニーが美しい
③ 各パートのバランスが取れている
④ 強弱の幅が広い
⑤ 言葉がはっきりしている
⑥ 心地よいビブラートである
点数
点
ご協力ありがとうございました。
ない  ない       ある    ある
１・・・・２・・・・３・・・・４・・・・５
１・・・・２・・・・３・・・・４・・・・５
１・・・・２・・・・３・・・・４・・・・５ 
１・・・・２・・・・３・・・・４・・・・５
１・・・・２・・・・３・・・・４・・・・５
１・・・・２・・・・３・・・・４・・・・５
表６　聴取アンケート用紙
表７　各質問項目に「まあ・とてもそうである」と回答した聴取者数
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ 項目別総数
①響きが豊かである 38 25 73 49 44 39 72 63 65 41 509
②ハーモニーが美しい 12 33 80 20 19 37 88 30 84 23 426
③ 各パートのバランスが取れている 11 24 70 30 27 38 74 21 81 27 403
④強弱の幅が広い 14 11 49 20 35 13 40 46 33 15 276
⑤言葉がはっきりしている 77 31 71 55 59 44 58 58 60 62 575
⑥心地よいビブラートである 12 27 61 22 19 24 66 24 68 30 353
①～⑥の聴取者数の合計 164 151 404 196 203 195 398 242 391 198
聴取者数合計の順位 9 10 1 7 5 8 2 4 3 6
演奏全体の評価の平均点（10点満点） 4.2 5.1 7.1 5.5 5.6 5.5 7.3 6.0 7.3 5.6 5.92
※ゴチック体は，上位3グループ，斜体は下位3グループ
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グラフ１　項目別の「まあ・とてもそうである」の評価
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パートのバランスがとれている」，「強弱の幅が広
い」，「言葉がはっきりしている」，「心地よいビブラー
トである」の６つの項目の観点から，100名を対象
とした実験で得たデータより，項目別に「まあそう
である」，「とてもそうである」と肯定的に回答した
人数を合計したものを示す（表７，グラフ１，グラ
フ２）。
　アンケート調査の結果をもとに，質問項目別に考
察を行う。
①　響きが豊かである
　この項目で高い評価を得たのはグループⅢのソロ
＋合唱経験者，グループⅦの合唱経験者２名とソロ
＋合唱経験であった。これらのグループの中に，ソ
ロ経験者が一人も存在していないことに注目した
い。Ⅱの合唱経験者とⅠのソロ経験者が低い評価を
受けている。高い評価の３グループは，いずれも，
ソロと合唱経験者の混合である。一般的にソロ経験
者は，声の響きが豊かであるが，ソロ経験者の合わ
さった声が必ずしも響きが豊かであるという評価に
繋がるとはいえないことがわかった。ソロ経験者の
みのグループのアンサンブルは，ハーモニー，パー
トのバランス，ビブラートの３項目で，全グループ
の中で一番低い評価になっていることから，ソロの
ビブラートが多くかかった個性的な声が合わさる合
唱の場合，ソロの豊かな響きによるアンサンブルが
必ずしも美しいハーモニーにつながらないのではな
いかと推察できる。同じく評価の低いグループⅡの
合唱経験者のみで構成されたグループは，日頃ソロ
で歌う機会がないため，一人一人の声量は小さく，
声が合わさった際にも聴取者は響きがあまり豊かで
はないと感じたのではないか。また，合唱経験者が
録音をした際に，「いつもは同じパートに複数の人
がいるため安心して歌えているが，今回は各パート
一人ずつだったため，合わせても自分の声しか聴こ
えなかったため，緊張してしまった。いつもより萎
縮した気がする。」と発言しており，一人で一つの
パートを歌うことに慣れておらず，動揺してしまい，
いつも通り歌えなかったことも，響きが豊かと感じ
る人が少なかった要因として考えられる。評価の高
かった３グループは，いずれもビブラートの項目も
評価が高いことから，アンサンブルにも適する響き
には，ビブラートの関連が大きいといえる。
②　ハーモニーが美しい
　この項目ではグループⅦ（合唱経験者２名とソロ
＋合唱経験者１名），グループⅨ（合唱経験者１名，
ソロ＋合唱経験者２名），グループⅢ（ソロ＋合唱
経験者３名）の３つのグループのみ，肯定的な回答
者が８割以上を超えており，ずば抜けて高い評価と
なった。３つのグループには①と同様に，ソロ経験
者が存在しない。この結果は，10点満点の各アン
サンブルの評価の得点（表７）にも表れており，ハー
モニーの美しさが聴取者に強い印象を与えているこ
とがわかった。最も高かったⅦグループの構成は，
合唱経験者が３名中２名であることから，合唱経験
者のハーモニーに対する意識の高さがわかる。一方，
最も低い評価を受けたのは，ソロ経験者のグループ
Ⅰであった。また，低評価の３グループには，ソロ
経験者が混在していることからも，ソロ経験者の歌
唱にハーモニーを整えにくい問題があることが推測
される。ソロ経験者は，合唱経験が少なく，他人と
合わせるということを意識していないことも推察で
きる。一方，上位グループは，他人と合わせて歌お
うと意識していたことが推察できる。この両者の意
「まあ・とてもそうである」回答者総数（人）
響きが豊かである ハーモニーが美しい
各パートのバランスが取れている
?????
強弱の幅が広い
言葉がはっきりしている 心地よいビブラートである
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グラフ２　全項目の「まあ・とてもそうである」の評価
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識の差が，美しいハーモニーに大きな影響を与えた
のではないかと考えられる。また，合唱経験者やソ
ロ＋合唱経験者の感想でソロの演奏者たちのビブ
ラートが指摘されていたように，ソロ経験者たちの
ビブラートが美しいハーモニーを作る際に妨げと
なってしまったため，低い評価へとつながったと考
えられる。
③各パートのバランスがとれている
　響きの豊かさ，ハーモニーの美しさに続いて，上
位のグループⅨ，Ⅶ，Ⅲの３グループが，パートの
バランスでも高い評価となった。上位の３グループ
は合唱経験者，ソロ＋合唱経験者の混合グループで
ある。これらの項目すべて高い評価を受けているこ
とから，①～③の３項目は密接な関係があると考え
られる。一方，評価が低いグループは，Ⅰ，Ⅱ，Ⅷ
で，特にグループⅠが低い結果だった。グループⅠ
は，ソロ経験者３名で構成されているため，他の演
奏者たちと比べて，声量が大きく，ビブラートをか
なりかけて歌っていたため，他の演奏者たちと合わ
せた際に声が突出してしまったと考えられる。また，
一人一人の個性が強く，音楽の方向性が一致してい
なかったことで評価が低くなったのではないだろう
か。上位３グループの歌い手には，ソロ経験者が入っ
ていないことからも，パートのバランスを図るため
には，個性的なソロの声量やビブラートがマイナス
になっていると考えられる。
④強弱の幅が広い
　ここではどのグループも，肯定的な評価は回答者
の全体の５割に満たない低い評価となった。録音に
際してグループごとの練習時間を取らなかったこ
と，一回の録音で終了したため，演奏者たちはハー
モニーやバランスに気を取られ，曲想や強弱までは
留意することができなかったことも原因の一つと考
えられる。その状況のなかでも，グループⅢは49名，
グループⅧは46名と比較的高い評価となっている。
一方，グループⅡ，Ⅵは，低い結果となっている。
これらのグループは，合唱経験者３名と合唱経験者
２名を含むグループである。平素は，大人数での歌
唱であり，各パート一人ずつで歌うヴォーカルアン
サンブルに慣れていなかったことが要因なのではな
いかと考えられる。ソロ経験がないアマチュアの合
唱経験者の場合，一人ひとりの声量面が弱い。した
がって，声量が少ないために，強弱の幅も差ができ
にくいと思われる。逆に，グループⅠのソロ経験者
も低い評価となっている。ソロ経験者は，声量はあ
り，個性の強さはあるが，強弱の意識が低いとも感
じられる。
⑤言葉がはっきりしている
　この項目では，グループⅠが最も高い評価を受け，
グループⅢが続いている。これまでどの項目でも評
価が低かったグループⅠ（ソロ経験者３名）である
が，全体の約８割が評価していることは非常に興味
深い。また，グループⅢ（ソロ＋合唱経験者３名）
も全体の７割以上が評価している。グループⅠ，Ⅲ
の演奏者は全員声楽ソロを経験している者である。
ソロで歌っている時は，より単独で歌詞が伝わるよ
うに表現を工夫しながら歌っているため，合唱経験
者よりも発音の意識や技術が高いと考えられる。一
方，平素より集団で歌いながら言葉の発音に細かく
気をつけている合唱経験者３名がいるグループⅡ
は，よい評価をしていた人が全体の約３割にしか及
ばず，一番低い評価となった。通常，大人数で発音
に気をつけながら歌っており，大人数ならばはっき
りと聴こえてくるのかもしれないが，発音がしっか
りしていても声が弱いと３名ではなかなか聴取者に
ははっきりした発音では伝わらないと考えられる。
⑥心地よいビブラートである
　ここではグループⅨ，Ⅶ，Ⅲに対して，回答者全
体の６割以上が評価しており，他のグループは３割
以下しか評価されていないという二分された結果に
なった。グループⅨ，Ⅶ，Ⅲは合唱経験者とソロ＋
合唱経験者で構成され，ソロ経験者が入っていない。
合唱経験者たちの歌声はノンビブラートに近い歌声
である。また，ソロ＋合唱経験者は，ソロ経験者の
ようにビブラートを多くかけず，合唱で歌う際には
切り替えてノンビブラートに近い歌声で歌唱してい
た。このノンビブラートに近い声が合わさった歌声
に対して，聴取者は心地よいビブラートだと感じた
のではないだろうか。一方，グループⅠ（ソロ経験
者３名）は，全体の約１割にしか評価されておらず，
最も低い評価となった。これは個人個人がしっかり
とビブラートをかけて歌っていたため，３名の声が
合わさった際に聴取者にとって不快なうねりを生み
出してしまったのだと考えられる。ヨハン・スンド
ベリは，「小さいアンサンブルでは，ビブラートは
合唱歌手それぞれが音程を合わせる手掛かりとなっ
ていたうなりを消してしまう。11」述べている。ビ
ブラートは適切な揺れであれば，音色に柔らかさを
与え，聴く者には快感と安定感を与えると言われて
いるが，この結果からも，アンサンブルで他人と声
を合わせて歌う際には，ノンビブラート，もしくは
ノンビブラートに近い歌声が聴取者にとっての心地
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よいビブラートにつながることがわかった。
　次に，演奏全体に対して10グループをそれぞれ
10点満点で評価した。高い評価は，グループⅦと
Ⅸの7.3，続いて，グループⅢの7.1となり，これら
の３グループは，全体のなかで，群を抜いた評価と
なった。また，評価の総人数でも，グループⅢの
404点，グループⅦの398点，グループⅨの391点と，
他のグループより際立って高い数値となった。とく
にグループⅢは，全項目において，上位３位以内の
高い数値を得ていることから，アンサンブルに相応
しい安定した合唱歌唱といえるだろう。
　質問項目別に肯定的評価の総数を比較すると，言
葉の明瞭さ＞響きの豊かさ＞ハーモニーの美しさ＞
パートのバランス＞心地よいビブラート＞強弱の
幅，という順になっており，聴取者は，言葉の明瞭
さに重みを置いていることがわかった（表７）。一方，
声楽ソロ経験者のアンサンブルは，言葉の明瞭さで
は際立ち，響きの豊かさも比較的高い評価であった
にもかかわらず，他の項目が，すべて低い評価にな
っていた。ソロ独特の響き，声量の豊かさ，ビブラ
ートが，アンサンブルになると，必ずしもハーモニ
ーの美しさにはつながらないことが明らかになっ
た。ソロで求められる要素が合唱歌唱になった際に，
プラスになる部分とマイナスになる部分が今回の聴
取実験である程度明確になったといえるだろう。
　以上，聴取実験の結果をまとめると以下のように
なる。
ア． アンサンブルでは，ソロ＋合唱経験者，または
合唱経験者とソロ＋合唱経験者を組み合わせた
グループが高い評価を受けている。
イ． ソロと合唱の両方の経験を持つグループは，全
項目にわたり高い評価を受けている。
ウ． 上位グループは，ハーモニーの美しさ，響き，
バランス，ビブラートの項目の評価が高い。
エ． ソロ経験者および合唱経験者のグループは，ほ
ぼ全項目の評価が特に低い。
オ． ソロ経験者のグループは言葉の明瞭さについて
は評価が高い。
カ． 強弱の幅についての評価は，全体的に低い評価
である。
キ． 聴取者は，言葉の明瞭さを重要視している。
３．演奏者９名に対するインタビュー調査（演奏後）
　以下に記しているのが，アンサンブル演奏の録音
に協力してもらった９名の感想である。３つの区分
に分けて記すことにする（表８）。
　演奏者の感想から，ソロ経験者はどのグループで
歌うときも，さほど歌いにくさを感じることなく
表８　演奏者の感想
?????
・ あまりハーモニーを意識することができなかった。ただ，所々ユニゾンのところはぴったり重なるように気をつけた。
・ ソロ経験者の人で歌ったときに，何となく様子を探る感じになってしまい，テンポが遅くなっていってしまった。合唱をずっと
続けている仲間内であれば，何となくパートリーダーとか先輩後輩とかで，この人に合わせようと無意識に３人のうちのリーダー
が決まるのかもしれない。
・ ソロ経験者の２人と一緒に歌った合唱の方は，非常に歌いづらかったかもしれない。正直全く印象に残っていない。
・ あまり他声を意識していなかった。
・ 元々は合唱スタートなので，合唱の合わせ方など昔は意識できていた気がするが，実際はかなり長い間合唱から遠のいていたため，
合唱の方は非常に合わせづらかったと思う。
・ 合唱，ソロに限らず，楽器ともアンサンブルをしているわけですから，音楽の方向性，息の流れが合わないと演奏しにくい。
・ ソプラノの時が歌いやすかった。
?????
・ ソロの人と歌う時にビブラートがかなりかかっていて歌いにくかった。
・ ビブラートがかかっている歌声は音程が揺れるため，それに合わせようとすると歌いづらかった。
・ いつもノンビブラートの人がたくさんいる中で合わせようとしながら歌っているため，合わせようと意識していない方と歌う
のは歌いづらかった。
・ 価値観が違う人と合わせるのは難しい。
・ ソロ経験者の方２人に挟まれて歌うと，ビブラートがかなりかかっていて歌いづたかった。
・ いつもは歌っているメンバーとカンニングブレスをしてブレスの位置をずらしているため，３人でブレスの位置をそろえると，
その度に音楽が重くなっていって合わせづらかった。
・ フレーズの中の音を一音抜いてブレスをすることに慣れているため，まともにフレーズの終わりまで歌いきってからブレス
をするのが難しかった。
・ソロの人の隣で歌うことで，ソロの人の声に影響を受けていつもよりも開放的に歌うことができ，いつもとは違う声が出た。
響きの場所が変わって，声量がアップした気がした。毎日その環境で歌えば自分の声も良い意味で変わりそう。
・ いつもは同じパートに複数の人がいるため安心して歌えているが，今回は各パート一人ずつだったため，合わせても同じパー
トの人がいなくて，自分の声しか聴こえなかったため，緊張してしまった。いつもより萎縮した気がする。
????????・ ソロの方と歌った際に，ビブラートがかなりかかって，音程が揺れていたため，どの音程に合わせれば良いかわからず，合わ
せづらかった。
・ ハーモニーを重視したアンサンブルをする時は，普段ソロで歌っているようなビブラートはかけずに少し控えめに合わせよう
とする意識を持つ必要があると感じた。
・ 合唱の方２人に挟まれて歌った際に，上手く合わせて歌ってくれたため，とても歌いやすかった。
・ ソロ＋合唱経験者３人で歌った時には声に安定感があった気がする。
・ 合唱の方と歌う際には，いつも一人で歌っているときよりも声の音量を下げて歌った。
・ 「聴いて」歌うということがいかに大事かを実感した。
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歌っていたことがわかった。一方では，合唱経験者
やソロ＋合唱経験者はソロ経験者たちと一緒に歌う
時に，歌いづらいと感じていることがわかる。表８
に見られるように，ソロ経験者のビブラートがアン
サンブル歌唱時の歌いづらさに直接的に影響してい
る。合唱経験者やソロ＋合唱経験者は，ノンビブラー
トやそれに近い声で歌っている。このビブラートの
意識の差は考慮すべき問題である。また，合唱経験
者とソロ＋合唱経験者は歌っている際に，他人と合
わせようと心がけていたことがわかる。しかし，声
楽ソロ経験者はアンサンブル歌唱時に合わせようと
いう意識が他の演奏者たちと比べて低かったように
感じられる。「ビブラートのかけ方」や「アンサン
ブルで合わせる」という意識の差異の２点がアン
ケート調査より明らかになった。ソロ経験者とのア
ンサンブルに否定的な意見が多いなか，「ソロの人
の隣で歌うことで，ソロの人の声に影響を受けてい
つもよりも開放的に歌うことができ，いつもとは違
う声が出た。響きの場所が変わって，声量がアップ
した気がした。毎日その環境で歌えば自分の声も良
い意味で変わりそう。」という肯定的な意見が，合
唱経験者1名に見られた。「ソロの歌声を直接的に
感じること」で，声量や響きの豊かさや響き，開放
感につながるのではないかという期待が見受けられ
たことは，大変興味深い。ソロ歌手と合唱歌手それ
ぞれの発声技術の融合によって，個々の発声面の改
善にもつながる可能性がみえてくる。
Ⅳ．まとめ
　ソロ歌唱と合唱歌唱の発声について，アンケート
調査，およびソロと合唱の組み合わせによるアンサ
ンブルの聴取実験を行った。これらの結果をまとめ
ると以下のようになる。
①　 ソロ経験者の歌声は，ビブラートや響き，声量
等の個性が強いため，美しいアンサンブルを作
り上げることが難しい。
②　 合唱経験者は，他声部と合わせ，ハーモニーを
聴く力はあるが，一人ひとりの歌声は声量や発
音などの歌唱技術の点で物足りない部分があ
り，アンサンブルになると音楽表現にも弱点が
見られる。
③　 ソロ＋合唱経験者は，合唱とソロそれぞれに適
した発声に切り替えて歌うことができ，アンサ
ンブルに適している。
④　 ソロ経験者と合唱経験者は，「ビブラートのか
け方」「アンサンブルの合わせ方」の意識に差
異が見られる。
　今後は，アマチュアの合唱団員，プロの合唱団員，
合唱指導者に対するアンケート調査やインタビュー
などを行い，さらに，合唱歌唱の発声面の実態を明
らかにしていきたい。
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